
令和３年度事業実績について

Ⅰ 事業の目的

安全で商品性の高い農産物の安定供給と生産性の向上を図るため、関係機関

・団体、農薬メーカー等と密接な連携を図りながら、農薬の安全・適正使用の

推進を始めとして、効率的な病害虫防除の推進、新規登録・適用拡大農薬の普

及性の実証及び農産物の安全性を確保するＧＡＰの推進等の各種事業に取り組

んだ。

Ⅱ 実施事業の概要

１ 植物防疫啓発事業

病害虫防除に関わる関係法令を遵守し、農産物への農薬残留事故の回避及び

農薬による環境汚染の防止を図り、農薬の安全で適正な使用による安定した農

業生産及び生産環境を維持することを目的として、農薬管理指導士、防除業者、

農薬販売業者及びＪＡ・関係団体等の指導員などを対象にした各種研修会を開

催するなど啓発活動を実施した。特に消費者の食の安全・安心への関心が高ま

る中、人の健康へのリスクと環境負荷への軽減が求められており、「宮崎方式

ＩＣＭ技術」確立と普及に関する啓発活動を積極的に行った。

また、病害虫発生の多様化と難防除病害虫の増加に対応した効率的な防除と

安全な農薬使用を推進するため、発生予察情報を迅速で適切に提供するととも

に、最新の防除技術及び農薬安全使用などに関する資料を作成し、的確な広報

に努めた。

主な実施項目

（１）農薬管理指導士更新研修会の開催

対象者：農薬管理指導士、農産物直売所安全・安心推進員

研修会の内容：

① 農薬の安全使用と危被害防止対策

（一般社団法人宮崎県植物防疫協会）

② 病害虫と防除対策の基礎（県総合農試専門技術センター）

③ 毒物及び劇物取締法（県中央、都城、延岡保健所）
表１ 開催概要

開 催 日 開 催 場 所 参加者数

１１月２９日 都城市（市総合文化ホール） ８６名

１１月３０日 延岡市（延岡市中小企業振興センター） ３１名

１２月 １日 宮崎市（農協会館 JA･AZM本館） １７９名

合 計 ２９６名



（２）宮崎県農薬管理指導士新規養成研修の開催

開催日：令和４年３月９日

場 所：宮崎市 宮崎県農協会館ＪＡ・ＡＺＭ本館大ホール

対象者：農薬取扱者（ＪＡ、農薬販売店等）、防除業者、ゴルフ場職員等

７３名が受講・受験し、７１名が認定された。

研修会の内容：

① 関連法令（毒物及び劇物取締法） （県医療薬務課）

② 植物防疫一般・関連法令 （植物防疫、農薬行政、農薬取締法）
（県総合農試病害虫防除・肥料検査課）

③ 農薬一般（農薬の種類、特性等） (県総合農試生物環境部）
④ 農薬の安全性評価及び各種基準

（県総合農試病害虫防除・肥料検査課）

⑤ 雑草防除 （県総合農試作物部）
⑥ 病害虫防除 （県総合農試専門技術センター）

⑦ 農薬の安全使用、危被害防止対策 （県農業普及技術課）

⑧ 農薬管理指導士の任務 （県農業普及技術課）

（３）植物防疫研修会の開催

開催日：令和３年１２月７日

場 所：宮崎市 宮崎県企業局県電ホール

県内各地 地域農業改良普及センター（リモート）

対象者：市町村、ＪＡ、経済連、農業共済組合、農薬卸組合、

農薬小売商組合、農薬メーカー、県 計１２３名出席

研修会の内容

① 演題：宮崎県における植物防疫対策の取組について

講師：宮崎県農業普及技術課環境保全担当（担当リーダー）

② 演題：サツマイモ基腐病の防除対策について

講師：宮崎県総合農業試験場専門技術センター（病害虫担当）

③ 演題：産業用無人航空機(無人ヘリ･ドローン)利用による

防除の取組について

講師：宮崎県農業共済組合事業部農産園芸課

（４）病害虫発生予察情報の印刷・配付

発生予察情報 計２７回（２，２４０部）

内訳 予報 １２回

警報 ０回

注意報 １回

特殊報 ３回

防除情報 １１回



（５）農薬適正・安全対策資料及び防除対策資料の作成・配付

① 農薬適正・安全対策資料 ４８０部

（農薬管理指導士更新研修会資料、植物防疫研修会資料）

② 農薬安全・適正使用啓発資料

・ ドローンで農薬散布するときの注意 １，３００部

・ トマト類を栽培されている皆様へ ８，０００部

・ 県内で｢トマトキバガ｣の発生が確認されました ８，０００部

・ 令和４年産雑草イネ対策マニュアル １，６００部

③ 令和４年版病害虫・雑草防除等指導指針 ５００部

④ 令和２年度農薬展示ほ成績書 １００部

２ 農薬展示ほ設置事業

病害虫・雑草防除等指導指針や地域の防除暦策定の資料とするため、西臼杵

支庁・農林振興局(農業改良普及センター)等関係機関の協力を得て、新たに登

録あるいは適用が拡大された農薬を中心に展示ほを設置し、防除効果等の検討

を行った。

（１）農薬展示ほ設置及び検討会の開催実績

表２ 農薬展示ほ設置実績 （ ）は前年度

部 門 農 薬 数 展 示 箇 所 数

水 稲 ２５（ ３４） ４５（ ５１）

大 豆 ２（ １） ４（ １）

茶 ０（ ０） ０（ ０）

野 菜 １６（ １４） ３７（ ３５）

花 き ９（ ６） １５（ １４）

果 樹 １３（ ７） ２５（ １９）

飼 料 イ ネ １２（ １４） ２１（ ２４）

合 計 ７７（ ７６） １４７（１４４）

表３ 展示ほ検討会の開催実績

部 門 現地検討会 成績検討会 設置検討会 合計

水稲・飼料用イネ ０ 回 ２ 回 １ 回 ３ 回

野 菜 １ １ ２

花 き １ １ ２

果 樹 １ １ ２

茶

飼 料 作

合 計 ０ 回 ５ 回 ４ 回 ９ 回



表４ 令和４年版「宮崎県病害虫・雑草防除等指導指針」採用農薬数

部 門 殺虫・殺菌剤 除草剤

水 稲 ６ １９

大 豆 ２
茶

野 菜 １８

花 き ７

果 樹 ９

飼料用イネ ２ ９

合 計 ４２ ３０

（２）農薬等展示ほ事故対策補てん事業

農薬展示ほ設置によって発生した事故に係る損害の補てんを行うための

事業であるが、適正な管理のもとで各農薬展示ほの設置が行われた結果、

事故の発生はなかった。

・補てん金支払実績 なし

３ ＧＡＰ推進事業

ＧＡＰ指導員の育成や「ひなたＧＡＰ」認証制度の運営を通して、食の安全、

環境保全、労働安全の取組を進めた。ひなた G ＡＰ認証取得者は令和３年度末
時点で１１３経営体となった（前年比１５経営体の増）。また、県と連携して、

令和３年７月に「ひなたＧＡＰ」認証制度の改定を行い、オリパラ後の「ひな

たＧＡＰ」を産地の安全・安心に活用していくこととして、団体認証を中心と

した制度へと変更した。

（１）指導員研修実績

項 目 回数 参加人数

ＪＧＡＰ指導員基礎研修 １ ２４

（２）「ひなたＧＡＰ」の審査・認証制度の整備

申請書類の受理、書類審査を行い、現地へ審査員の派遣

① ひなたＧＡＰ初回審査

宮崎市、延岡市、日向市、西都市、高鍋町、川南町の農業者及び団体

を対象に１１ヶ所で実施

② ひなたＧＡＰ維持審査

宮崎市、都城市、川南町の農業者を対象に４ヶ所で実施



③ ひなたＧＡＰ更新審査

宮崎市、都城市、延岡市、日向市、日南市、西都市、串間市、高鍋町、

三股町の農業者を対象に２１ヶ所で実施

（３）判定審査会の開催

５月（１３件）、８月（１１件）、１１月（６件）、翌年２月（１１件）

の実施

（４）認証証書の発行事務

初回審査（１０件）、更新審査（２８件）の認証証書の発行


